地域レベルのソーシャル・キャピタル指標と主観的幸福感の関連 : 地域福祉計画の評価指標開発に向けた基礎的検討 by 長谷中 崇志 et al.
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図11　公的制度への満足度と生活圏域別の幸福度の関係
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図14　生活圏域別の幸福度（近所とのつきあいの程度）
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図15　世代間交流の程度と生活圏域別の幸福度の関係
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Relevance of Regional Social Capital to Subjective Well-Being: 
A Basic Study to Produce Indicators for the Community-based Welfare Plan Evaluation
Hasenaka, Takashi*
Takase, Shinji*
　本研究では、地域福祉計画における評価指標の開発にむけた基礎的な知見を得るこ
とを目的として、地域レベル（日常生活圏域）におけるソーシャル・キャピタルと幸
福度の関連を検討した。その結果、ソーシャル・キャピタル（信頼、規範、ネットワーク）
と幸福度の関係については、生活圏域によって違いはあるものの全体的には信頼、規
範意識の高さ、住民間のつながり（ネットワーク）の強さが幸福度の高さと関連して
いることが明らかになった。このことはソーシャル・キャピタルを高めるような地域
福祉計画を策定することによって地域住民の幸福度を高められる可能性があること、
計画策定の際に本研究で明らかになった幸福度を低くしているソーシャル・キャピタ
ルの要因を考慮することでより効率的、効果的なものとなることを示している。
キーワード：地域福祉計画の評価指標,	可視化,	主観的幸福感（幸福度）,	ソーシャル・キャピタル,	
日常生活圏域

